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実験の背景：ミューオンの崩壊、スピン偏向

ニュートリノのP対称性の破れ ＋ 運動量保存 ＋ スピン保存

  ⇒ スピン偏向

https://www.jishin.go.jp/resource/column
/2009_0906_03/



実験概要

• 2班に分けて2種類の実験をしている

1.アルミと銅でミューオンの寿命を調べる

2.鉄でミューオンのスピン偏向を調べる
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光電子増倍管とプラスチックシンチレーター



人口密度えぐい



それぞれの実験

• アルミ 銅 • 鉄





大変だったところ

• シンチレーションごとに閾値を決める必要があり、シンチレー
ションカウンターの数が多いし、コード多くてマイナスドライ
バーくるくるするのに邪魔だし、これに2日使った

• rootいれるの大変だった

• 論理回路組むの大変だった

• 信号来ないなと思ったら、電源オンにするの忘れてた

• コード抜けてた



これから何をするか

• 測定

• 測定結果を解析してミューオ
ンの寿命を求める

• データをrootを用いて解析

• 解析して、スピン偏向を調べ
る



ご清聴ありがとうございました
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